
Ａ 組織の方針(使命) Ｂ 重点目標項目 C 設定理由・考え方 D 活動（手段） Ｅ 目標の達成評価 Ｆ 目標の達成度 G 今後の取り組み

組織の基本方針又は
使命

今年度取り組む事項

どのようなニーズに基づ
くのか
どのような成果を目指す
のか

重点目標項目を実現す
るため行う活動や手段

目標の達成状況や成果の
評価（できるだけ定量的に
記入）

※目標の達成度の区
分（「B重点目標項目」

単位での評価）

目標が未達成であれば、
今後の具体的な取り組み

1．円滑な議会運営の推
進

・関係法令解釈の理解や
先例の把握に努め、定例
会及び委員会の適正かつ
円滑な運営を図る。
・事務局職員の知識を高め
ることにより、円滑な運営を
図る。

・議会運営に関する各種の
職員研修会等に積極的に
参加すると共に関連情報の
収集を行い、議会運営の
機能を高める。

・各議長会の行う事務局職員
の研修にはすべて受講した。

A

2．議会の情報発信の充
実

・本会議のインターネット中
継の周知など、市民の議会
への関心を高めるため、タ
イムリーな情報提供を行うと
ともに、議会だよりを読みや
すく、わかりやすい内容と
なるための検討を行う。

・インターネット中継の一部
改修を行い、より視聴しや
すい映像の配信を行う。
・市議会ホームページか
ら、市民に対しリアルタイム
に議会情報を発信し、紙媒
体の充実として、広報編集
特別委員の編集技術の向
上と、読んでもらえる紙面
づくりの協議を行う。

・市議会ホームページで議会
本会議中継を行い、９月定例
会から本会議ライブ中継にお
いて、資料映像の表示中に発
言者をワイプ画面で表示でき
るようにした。
・ホームページの更新を速や
かに行った。
・議会だより発行の先進議会
へ管外行政視察に伺うととも
に、市町村議会広報研修会の
議会広報クリニックを受講し講
評を受け、市民に読んでもら
える広報紙づくりを学び、その
後の紙面作成に反映させた。

A

今年度の目標の達成度と今後の取り組み

　地方自治法の規定に
基づき、議長の命を受
け、議会にかかる事務を
整理し、議会活動が十分
に発揮されるよう事務を
処理する。

今年度の目標設定

平成２９年度 議会事務局

組織目標達成度測定シート

- 1 - ※【目標の達成度の区分　A．達成できた B．概ね達成できた C．達成できなかった】
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今年度の目標の達成度と今後の取り組み今年度の目標設定

平成２９年度 議会事務局

組織目標達成度測定シート

3．議会活動の充実 ・開かれた議会の一環とし
て、日常の議会活動を市民
にお知らせするために、市
民に議会の活動を伝える
議会報告会を行う。

・年間を通して、議会報告
会の実施を実現するための
支援を行う。

・議会改革の取り組みについ
て先進市議会へ管外行政視
察を実施した。

A

4．議員活動の支援 ・地方分権に対応した議会
議員のあり方、さらに政策
形成、立案能力向上のた
め日常的に研修等開催の
情報提供を行い、議員活
動を支援する。

・国政及び他市の情報や
自己研鑽のための研修会
等について、情報収集や
支援に努め常に新しい素
材を提供する。

・新たな時代の潮流を知ること
が、議員活動の基本であると
いう考えのもと、事務局が得た
研鑽のための情報を逐次提供
し、受講するよう勧めた。

A

5．議員活動の支援 ・政務活動費の円滑な利用
の支援を行う。

・様々な利用使途におい
て、一定の基準が設けられ
るよう情報提供する。

・会派などの政務活動費の利
用に際し、使途の適正利用が
行えるよう支援を行った。

A

- 2 - ※【目標の達成度の区分　A．達成できた B．概ね達成できた C．達成できなかった】


